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市有施設におけるアスベスト含有吹付け材等の使用実態調査の中間報告について 

 
 
 川崎市では、平成８年度以前に竣工したすべての市有施設について、アスベスト

が含有する可能性のある吹付け材等の使用状況を調査しているところですが、この

たび、建築技術者が行った第２次調査の結果がまとまりましたので報告いたします。 
 
 
１ 調査内容 
  施設管理者により実施した第１次調査の結果に基づき、吹付け材の使用が認め

られた施設に対し、第２次調査としてアスベスト含有吹付けロックウール、吹付

けひる石、パーライト吹付け、発泡ケイ酸ソーダ吹付け及び折板裏打ちアスベス

トの使用状況について、建築技術者による目視調査を行いました。 
 
 
２ 調査状況 
  第１次調査で抽出した２１０施設（学校・保育園を除く。）に対し第２次調査を

実施した結果、１５０施設について分析調査が必要であることが確認されました。 
（施設数） 

調査対象施設 吹付けひる石、パーライト吹付け
材等を使用していない施設 

分析調査（３次調査）

が必要な施設 
２１０ ６０ １５０ 

 
 
３ 今後の対応 
３次調査として実施する分析調査の必要な施設については、専門機関に依頼し、

2月中旬を目途にアスベスト含有の有無について明らかにしていく予定です。 
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